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事業対象

事業目的
指導員を配置し、生徒へのレファレンスや読み聞かせを行うことで、生徒の読書意欲や学習意欲を向上させる。また、指導員
となる保護者や地域住民に学校の教育を理解してもらい、開かれた学校を具現化する。

 [施　　策] 8　教育環境の整備と児童・生徒の居場所づくり [終了予定] 　 年度

根拠法令等 その他 〔法令等名〕 なし

長期総合
計画体系

あらゆる世代が生涯にわたって成長し輝くまちの実現

事業の開始・終了年度

最終的な対象

直接の対象 区立中学校

上記の生徒

令和元年度　事務事業評価シート

事務事業名 中学校図書館ボランティア
所
管

教育委員会

指導課

事
務
事
業
の
概
要

行政計画 事業NO. 49 計画事業名

[事業開始] 　 年度

事業内容
[H30年度]

学校図書館にボランティア指導員を配置し、図書整理、掲示等の環境整備、生徒へのレファレンスサービス、貸出業務、読み
聞かせ等を行うことにより、活気あふれる図書館とする。

委託の有無 なし
委託内容 　 なし

補助金の有無 なし

 [基本目標]

小中学校における図書環境整備

事
務
事
業
の
実
績

種　別 指標の名称 単位
R２年度 H28年度 H29年度 H30年度

ボランティア指導員登録数 人 

　
　　決算額　(単位：千円)

H28年度 H29年度 H30年度

446 327

目標値 実績 実績 実績 目標値 達成率

33 - -42 30 40

-

380

成果指標

活動日数（延べ） 日 200 150 205 165

活動指標

-

0 0 0

　総経費 535 411 557

事務事業コスト

(単位：千円)

　人にかかるコスト（人件費など） 89 84 176

　物にかかるコスト（物件費・維持補修費） 446 327 381

　その他のコスト（扶助費・補助費など）

　一般財源（区負担額） 535 411 557

課題及び
今後の進め方

ボランティア登録指導員の登録数が減少したため、ボランティアの重要性を周知しながら推進していく。

財源項目

(単位：千円)

　受益者負担額（使用料・手数料・負担金など） 0 0 0

　その他特定財源（国や都の支出金・財産収入など） 0 0 0

［総合評価］※上記４つの視点を踏まえ、事業全体を評価。区民生活への影響を十分考慮すること。 今後の方向性

拡大
改善
維持
縮小
廃止・終了

引き続き、読書環境の充実による生徒の読書意欲や学習意欲向上を図ると共に、開かれた学校
づくりを進め、保護者や地域住民に学校の教育を理解してもらう。 維持

手段の適切性 3 学校図書館の環境整理がなされ、生徒が利用しやすい環境作りが推進されている。

目的達成度 3 ボランティア登録者数、活動日数がともに減少したが、開かれた学校づくりに寄与している。

評
価
の
視
点

評価 評価の理由

必要性 3 生徒の読書意欲や学習意欲向上を図り、また、保護者や地域住民に学校の教育を理解してもらえる場として
必要である。

効率性 3 有償ボランティアとして活動しており、最低限の経費で実施している。


